
令和７年度 児童生徒の英語力向上支援事業        
１日海外留学疑似体験 

  

  

参加者の声から 
※参加者アンケートを基にまとめました 

 

【学んだこと】 

1. 英語を話す勇気と挑戦の大切さ 

・「完璧じゃなくても伝えようとする」姿勢が

重要だと学んだ。   
2. 英語脳の感覚を体験 

・日本語に訳さず、英語を英語のまま 

理解する感覚を掴めた。 

・数時間英語だけで過ごすことで、自然に

英語が出てくる経験ができた。   
3. コミュニケーションの重要性 

・英語でのやり取りを通じて、伝えたい  

気持ちが一番大切だと実感した。 

・「特別なスキルは不要、恥ずかしがらな

いことが大切」ということに気付いた。   
4. 文法よりも伝える力 

・文法の間違いを気にしすぎず、積極的

に話すことが大切だと気付いた。   
5. 実用的な英語表現を習得 

・体調不良を伝える言い方も知ることがで

き、実生活で役立つと感じた。   
6. SDGs を通した学び 

・SDGs の 17 の目標を英語で学び、日

本語と照らし合わせて理解を深めた。 

・英語学習と世界課題の両方に触れられ

たことが印象的だった。   
７. 行動力と積極性 

・恐れず試すことで新しい経験が得られる

と実感した。 

 

※「この体験を通して、英語の学習への

意欲が高まった」への回答  

「そう思う」15名 100% 

 

 

【おわりに】 

本プログラムは、参加者にとって「英語を 

使って挑戦する楽しさ」と「間違いを恐れず 

伝える自信」を育む貴重な機会となりまし

た。さらに、SDGs などのグローバルなテー

マを英語で学び、世界とつながる視点を

得る機会となりました。 

 この経験をきっかけに、参加した生徒

が、英語を通じて多様な人々と積極的に 

交流し、広い視野をもって未来を切り拓

いていくことを願っています。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

    

     

 

              

The "One-Day Overseas Study Experience" program gave middle 
school students a hands-on opportunity to use and learn English. 

This year, they practiced real-life communication in the Attraction Area 
(AT) through activities like booking travel plans, explaining symptoms, and 
ordering food. In the Active Immersion Area (AI), they discussed global 
issues and proposed solutions in English, focusing on the SDGs. 

These experiences boosted confidence, improved communication skills, 

and inspired a global perspective, motivating students for future 

international engagement. 

「１日海外留学疑似体験」プログラムは、英語に興味をもつ中学生にとって、実際に    

英語を使いながら学ぶ貴重な機会となりました。 

今年のプログラムでは、旅行代理店でのプラン相談、薬局での症状説明、ファースト

フード店での注文など、実生活に近い場面で英語を使ったやり取りを実践しました。  

また、SDGs をテーマに、写真から課題を推測し、解決策を英語でディスカッションする 

活動も行いました。 

これらの体験を通して、参加者は英語で伝える自信を高めるとともに、世界的な  

課題に向き合う姿勢を育みました。英語学習への意欲をさらに高め、将来の国際交流

に向けた第一歩となるプログラムでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加したプログラムについて】 
今回体験したのは、英語を「使う」場面と、「学ぶ」場面の両方を楽しめる２つのエリア

です。 
アトラクション・エリア（AT）    ：学んできた英語を実際に活用するエリア 
アクティブイマージョン・エリア（AI）：新しいことを英語で学ぶエリア 

 
１ トラベルゾーン 
「トラベルエージェンシー」「ファーマシー」「ファーストフード」の３つのプログラムを体験しま

した。 
旅行代理店で希望のプランを伝えたり、薬局で症状や要望を説明し薬を処方してもらっ

たり、ファーストフード店で注文したりと、リアルな場面設定で英語によるコミュニケーションを実
践しました。日常生活や旅行で役立つやり取りを、実際に体験できる貴重な機会でした。 

 
２ SDGs地球 17 の目標を考えよう 

SDGs について英語で学び、地球規模の課題を考えるプログラムです。 
写真から課題を推測し、グループで  

日本で取り組むべき身近な課題を決め、
その解決方法を英語でディスカッション  
しました。エージェントから助言を受けなが
ら、アイデアを深め、伝えたいことを表現 
する英語も学びました。 
この活動を通して、世界的な問題は 

複合的で「正解のない問い」であることを
理解し、課題解決に向けて考え続ける 
姿勢の大切さを実感しました。 

SDGs（持続可能な開発目標）について、グループで考えたことを発表する様子 


